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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】大動脈瘤stent-graft（SG）治療後のtype II endoleakは瘤内から出る側枝の逆血流により生じるが、
その病態や治療法は未だ解明されておらず適切なモデルが必要とされている。そこで経カテーテル的に特殊な











【結論】複雑な外科的手技を用いず、経カテーテル的にtype II endoleak model作成が可能であり、type II 
endoleakの病態解明とこのモデルを用いて瘤内塞栓術の研究が可能と考えられた。 

















以上の結果から、複雑な外科的手技を用いず、経カテーテル的にtype II endoleak model作成に成功し、仮
想瘤腔内の病態と病理変化を示した。 
 本研究は、今後、大動脈瘤SG治療後のtype II endoleakの更なる研究と治療法の開発に貢献するものと考え
られ、博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
